
















要約:国立療養所における心理的問題を有するてんかん児に対する診療の実態調査では、

78.6%の施設で症例の経験があり、心理テスト、心理療法は約 80%で施行されていたが、

内容は施設間で差があった。てんかん児の治療は薬物だけでなく、心理面での援助も重要

である。在宅重症心身障害児、者(重障児)と保護者の調査では、そのおかれている環境は

決して良好とは言えず、ADL、社会参加について公的サービスに対するニードは高かった、

施設におけるボランティア調査では、重障児の心理面の安定にはボランティアも重要であ

ることが示された。


